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� ベンチャー投資チーム

� バイアウト投資チーム

� インパクト投資チーム

� 託児機能付きワーキングオフィス運営

� 保育園向けIoTソリューションの提供

� 送迎付き添い習い事付学童保育の運営

� AI型タブレット教材「Qubena」開発・展開

� 学習ノート共有プラットフォーム運営

� L社 プログラミング教育の提供・開発・運営

新生企業投資(株）インパクト投資チームのご紹介

� 新生銀行100%投資子会社の新生企業投資

� 2017年1月インパクト投資チーム設立

� 邦銀初のエクイティ投資家として
インパクト投資の実践

� ディシプリンの効いた投資スタイル

� 確立されたソーシングルートによる豊富な
案件へのアクセス

� メンバーの主体性と高いコミットメント

� 「働く人」を中心に据え、子育てや介護など多様なライフイベントを

経ながらも「働き続けられる」社会の実現を目指す

� 日本政府によるSDG䡏推進施策のうち、１つ目の「People：あら䜖る

人々の活躍の推進」に取り組む

� １号ファンドの「子育て関連」に䠎号ファンドは「介護関連」も追加

子育て

介護

個人
仕事

投資対象分野

１号ファンド

ファンド運営

日本インパクト投資1号
投資事業有限責任組合

投資先 投資先 投資先

出資

国内の子育て関連事業

LP出資

インパクト投資チームの特徴 1号ファンド（子育て支援ファンド）の投資実績

Compan㼥 Lインパクト投資チームの課題意識 2号ファンドの今後の取り組み

� 1号ファンドは新生グループの自己資金でソーシャルベンチャー6社へ出資

䠎号ファンド

100%

� 2号ファンドは共同GP体制の外部投資家参加型

z 弊社によるインパクト投資ファンド

運営経験をベースに、強みを持ち

寄る共同GP運営体制

z 外部投資家の参加型で、エコシス

テムの構築に㈉⊩

z 個別の投資先に加え、ファンドが

創出するインパクトも可視化予定

LP投資家

投資先 投資先 投資先

出資

子育て・介護関連事業

共同運営パートナー

ファンド運営者（GP）

新生インパクト投資

LP出資

出資 出資

アドバイザリー

2号ファンド

ファンド運営

協働パートナー
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SDGsと本ファンドの取組み

持続可能な開発目標（SDGs） 日本のSDGs実施指針

� 本ファンドは、日本政府がSDGs を日本の文⬦に༶して再構成し掲げた8つの優先分野のうち、1つ目の 「People ： あら䜖る人々

の活躍の推進」に、正面から取り組むファンドです

� 2015年9月の国連サミットで採択された、2030年までの国際開発

目標

9 2030アジェンダは 「『ㄡ一人取り残さない』持続可能で多

様性とໟᦤ性のある社会」の実現のため、相஫に密接に

関連した17の目標と169のターゲットから成る「持続可能

な開発目標（SDG䡏）を掲げている。

� 日本は、SDGsを実施していくための国の実施体制として、2016
年5月に内閣に持続可能な開発目標（SDGs）推進本部を立上げ

、2030アジェンダに取り組むための国家戦略としてSDGs実施指

針を決定

� 日本の文⬦に༶して再構成した8つの優先分野を掲示

出඾: 外務省国際協力局「持続可能な開発のための2030アジェンダと日本の取組」出඾: 外務省「『持続可能な開発目標』（SDGs）について」

2号ファンドが取り組む課題解決

9 働き方改革の着実な実施

9 女性の活躍推進

9 ダイバーシティ・

バリアフリーの推進

9 次世代の教育振興
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本ファンドの課題意識

出産㞳⫋に伴う女性の「MᏐカーブ」 介護㞳⫋

� 本ファンドでは、「働く人」を中心に据え、子育てや介護等の様々なライフイベントを経ながらも

「働き続けられる」環境作りと人材創出につき、投資の面からサポートしていくことを目指しています

� 日本の人口が2060年までに30％減少し、高齢者の割合が40％へ

拡大すると予想される中、⏨女の雇用格差解ᾘにより日本のGDP

は13％㏆く増加する可能性があると試算

� 日本の「MᏐカーブ」は改善に向かっているものの、現在でも第一

子出産後に退⫋する女性の比率が⡿国やドイツの2倍の約6割に

上っていることから、他の先進国に比べると「㇂」は౫然として存在

� 介護をしている約628万人のうち、仕事を持つ人は約346万人で、

6割㏆い人が介護をしながら働く

� 一方、過去1年間に「介護・┳護のため」に㞳⫋した人は約9.9万人

であり、㞳⫋の1.8％が介護理由

� 要介護者と同ᒃの介護者は、40ṓ代から増え始め、50ṓ代では

約2割、60ṓ代では約3割

出඾: ୕⳻UFJリサーチ＆コンサルティング（厚生労働省委託調査）

「平成24（2012）年度仕事と介護の両立に関する実態把握のための調査研究事業

報告書」

出඾: 䝂ールドマンサックス「ウーマノミクス4.0」
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本ファンドの社会的インパクト評価のプロセス

投資先候補の仮
版ロジックモデル
策定

想定インパクトや
ネガティブリスク
などを検証

投資プロセス

ファンドのセオ
リー・オブ・チェン
ジに資する投資
対象を選別 評価結果を投資

先の意思決定に
活用

社会的インパクト
レポート作成、
公開

ソーシング 投資決定

投資委員会では、
経済的なリスク・
リターンに加え、
社会的インパクト
の観点から投資
判断

社会的インパク
ト評価プロセス

【投資プロセスにおける社会的インパクト評価の実施ステップ】

投資先のロジッ
クモデルの確定

社会的インパク
ト評価指標や評
価手法の策定

データ収集
分析

投資期間中

ファンドが目指す
社会的インパクト
創出について仮
説（セオリー・オ
ブ・チェンジ）策定

ファンド設計

� 本ファンドでは、ファンドが目指す社会的インパクトの創出に資する投資先を選定し、投資先の事業が目指すアウトカムとその実現

に向けた戦略を策定し、進捗状況を定量的・定性的に評価することで、投資先の意思決定や投資家等への報告に活用します

ソーシャルIPOや
投資先との親和
性高いエグジット
先の探索

投資前後の社会
的インパクト比較
など

エグジット
デューディリ

ジェンス

（本ファンドのセオリー・オブ・チェンジ） （投資先のロジックモデルのイメージ） （社会的インパクトレポートのイメージ）

サービス提供
z ママスクエアサービス
z FCサービス
z 行政連携モデル
z 企業内保育所

KPI:  店舗スタッフ*採用数
（*本店スタッフを除く）

1. 社会復帰の実現
2. 世帯年収の増加

3. 自己実現・肯定感の向上

4. 子育て不安と家族関係の改善

初期アウトカム 長期アウトカム

アウトプット（直接の結果） アウトカム（成果）

11. 人口の流入

スタッフ
（子育て中母親）

行政機関

業務委託企業
7. 非正規雇用の代替
8. CSRの実現

9. 遊休施設の活用
10. 地域雇用の創出

5.  正規雇用への実現
6. 出産率のアップ
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ᑐ㇟఍♫䛾䜲䞁䝟䜽䝖ホ౯ 

� Intentionality

• 䛂ᢞ㈨䛻䜘䜛♫఍ⓗ䝸䝍䞊䞁䛾๰ฟ䜢┠ᣦ䛩ᢞ㈨䛃䛷䛒䜛䛣䛸
• ᢞ㈨䛻ඛ❧䛳䛶䛿䚸ᑐ㇟఍♫䛾஦ᴗ䛛䜙๰ฟ䛥䜜䜛♫఍ⓗ䜲䞁䝟䜽䝖䛻䛴䛝䚸䝻䝆䝑䜽䝰䝕䝹䛺䛹䛷☜ㄆ
• ᑐ㇟఍♫䛾⤒Ⴀ㝕䛸䛾㛫䛷䚸本䝣䜯䞁䝗䛾Intentionality 䛚䜘䜃 ᢞ㈨ᮇ୰䛻䜲䞁䝟䜽䝖ホ౯䜢⾜䛳䛶䛔䛟䛣䛸䛻䛴䛝ྜព

� Measurement䠋Management

• ᑐ㇟఍♫䛾⤒Ⴀ㝕䛸䚸䝻䝆䝑䜽䝰䝕䝹䛻䛴䛝ヲ⣽䛻㆟ㄽ䜢⥅⥆䠄PDCA䠅

� Disclosure

• ᢞ㈨ᐙ䛷䛒䜛本䝣䜯䞁䝗䛻ຍ䛘䚸ᢞ㈨ඛ஦ᴗ఍♫䛻ᐤ୚䛩䜛䜒䛾䛷䛒䜛䛣䛸䜢ព㆑

ᢞ㈨ᐙ䜈䛾䜰䜹䜴䞁䝍䝡䝸䝔䜱 ᢞ㈨ඛ䛻䛚䛡䜛ά⏝ 䝋䞊䝅䝱䝹IPO

� 䜲䞁䝟䜽䝖ᢞ㈨䝣䜯䞁䝗䛸䛧䛶䚸䝣䜯䞁䝗䛾LP
ᢞ㈨ᐙ䛻ᑐ䛩䜛ㄝ᫂㈐௵

↓ 
䜲䞁䝟䜽䝖ホ౯䝺䝫䞊䝖䛾Ⓨ⾜䛻䜘䜛䚸

♫఍ⓗ䜲䞁䝟䜽䝖๰ฟ䛻ྥ䛡䛯㐍噢≧ἣ䛾
ሗ࿌

� ⤒Ⴀุ᩿ᮦᩱ

� ♫ෆ䛻䛚䛡䜛䝭䝑䝅䝵䞁䛾ඹ᭷

� ஦ᴗᡂ㛗ᨭ᥼䛾䛯䜑䛾Ⴀᴗ㈨ᩱ

� ≉䛻䛂䝋䞊䝅䝱䝹㻵㻼㻻䛃䛾ྲྀ⤌䜏䜢㏻䛨䚸♫
఍ᛶホ౯䛾✚䜏㔜䛽䜢䚸㈨本ᕷሙ䛻䛚
䛡䜛⤒῭ᛶ䛻㌿᥮䛩䜛䛣䛸䜢┠ᣦ䛩㻌

� 䝻䞊䝹䝰䝕䝹๰ฟ䛾䝏䝱䝺䞁䝆㻌㻌
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ファンド䛾社会的インパクト（セオリー・オブ・チェンジ）

本ファンドのセオリー・オブ・チェンジ（ToC） 本ファンドが㈉⊩するSDGs推進施策と投資先事業例

� 本ファンドを通じて長期的に創出を目指す社会的インパクトを「多

様な働き方・生き方」と定義し、その実現に向けて、個人および社

会に対し、ワークとケアの領域で以下のような価値を提供していく

ことを目指します

� 本ファンドは、日本政府によるSDGs推進施策のうち、1つ目の 「

People ： あら䜖る人々の活躍の推進」に取り組みます

� 本ファンドでは、「働く人」を中心に据え、子育てや介護等の様々なライフイベントを経ながらも「働き続けられる」環境作りと

人材創出につき、投資の面からサポートしていくことを目指しています

本ファンドの
ToC領域

SDGsを推進するための施策例
「あら䜖る人々の活躍のಁ進」

投資先事業例

ケア㽢個人
• 子育て支援
• 介護㞳⫋ゼロ

• ベビーシッター
• 家事代行
• 訪問介護

ケア㽢社会
• 子育て・介護サービスの供

給ಁ進、質の向上、選択⫥
の充実化

• 事業者支援ビジネス
（IoTソリューション、
保育士・介護士教育
など）

• Careテック

ワーク㽢個人
• 就⫋・転⫋ミスマッチの改善
• キャリア教育の充実

• ⱝ者向け⫋業体験
• リカレント教育

ワーク㽢社会

• 働き方改革（同一労働同一
㈤金、長時間労働᫝正など）

• 女性活躍
• ダイバーシティ推進
• 次世代の教育振興

• HRテック
• リモートワーク支援
• シングルマザーや

LGBTなど人材紹介
• Edテック

参照: 外務省国際協力局「持続可能な開発のための2030アジェンダと日本の取組」

ケア
（子育て・介護など）

多様な働き方・
生き方の創㐀

ワーク
（仕事・自己投資）

個人 社会

個人の子育
て・介護の負

担軽減

自分らしい子
育て・介護の

実現

質の高い
サービスへのア

クセス向上

社会における子
育て・介護の共

助力の向上

仕事の
負担軽減

自分らしい
働き方の実現

多様な働き方を
可能にする

文化の㔊成、
仕組みの充実化
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本㈨ᩱసᡂ䛾┠ⓗཬ䜃ไ㝈஦㡯 

� 本㈨ᩱ䛿䛒䛟䜎䛷䜒㈗♫㝈䜚䛸䛥䛫䛶䛔䛯䛰䛝䚸㛵ಀ⪅௨እ䛾᪉䛻㛤♧䛥䜜䜛䛣䛸䛾䛺䛔䜘䛖䛚㢪䛔⏦䛧ୖ䛢䜎䛩䚹

� ᙜ㈨ᩱ䛾ෆᐜ䛿本᪥⌧ᅾ䛾䜒䛾䛷䛒䜚䚸௒ᚋண࿌↓䛟ኚ᭦䛥䜜䜛ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䚹

� 本㈨ᩱ䛿䚸ᘢ♫䛾ෆ㒊᝟ሗཬ䜃୍⯡᝟ሗ௚ᘢ♫䛜ಙ㢗䛷䛝䜛䛸ุ᩿䛧䛯᝟ሗ䜢䜒䛸䛻సᡂ䛥䜜䛶䛚䜚䜎䛩䛜䚸ᘢ♫䛿䚸䛭
䛾ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䚸┿ᐇᛶ䚸ṇ☜ᛶཬ䜃᏶඲ᛶ䜢ಖド䛩䜛䜒䛾䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹䜎䛯䚸本㈨ᩱ䛻䛿䚸ᘢ♫䛾୺ほⓗពぢ䛜ྵ
䜎䜜䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹ᘢ♫䛿本㈨ᩱ䛾ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䚸஦๓䛾ண࿌䛺䛟ኚ᭦䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹

� 本㈨ᩱ䛿䚸㆟ㄽ䞉᳨ウ䜢┠ⓗ䛻సᡂ䛥䜜䛯䜒䛾䛷䛒䜚䚸ලయⓗ䛺䛚ྲྀᘬ䜢䛤ᥦ᱌䛩䜛䜒䛾䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹䜎䛯䚸ᘢ♫䛜䛭
䛾ᐇ⌧ᛶ䜢ಖド䛩䜛䜒䛾䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹

� 本㈨ᩱ䛻䛿䚸ᘢ♫䠄᪂⏕㖟⾜䝥䝷䜲䝧䞊䝖䜶䜽䜲䝔䜱㒊䜢ྵ䜏䜎䛩䠅䛾㐣ཤ䛾ᢞ㈨ᐇ⦼䜢グ㍕䛧䛶䛚䜚䜎䛩䛜䚸௒ᚋ䛾ᡂᯝ䜢
䛚⣙᮰䛩䜛䜒䛾䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹

� 本㈨ᩱ䛿䛒䛟䜎䛷䜒ཧ⪃㈨ᩱ䛸䛧䛶䛤฼⏝ୗ䛥䛔䚹

� ᘢ♫䛿䚸本㈨ᩱ䛾ཷ㡿⪅䛜本㈨ᩱ䛾୍㒊䜎䛯䛿඲㒊䜢฼⏝䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚⏕䛨䛯䛔䛛䛺䜛⣮த䞉ᦆኻ䞉ᦆᐖ䛻䛴䛔䛶䜒㈐
௵䜢㈇䛔䜎䛫䜣䚹

� ᐇ㝿䛾䛚ྲྀᘬ䛾ᐇ⾜䛻㝿䛧䛶䛿䚸ἲᚊ䞉఍ィ䞉⛯ไ㠃䛻䛴䛝䚸ಶู䛻㈗♫㢳ၥᘚㆤኈ䞉఍ィኈ䞉⛯⌮ኈ䛻䛤☜ㄆ㡬䛝䚸䛤⮬
㌟䛷䛤ุ᩿䛔䛯䛰䛟䜘䛖䛚㢪䛔䛧䜎䛩䚹


